
その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い A　目標どおり達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.15 889,500

合　　　計 30,000 8,000 合　　　計 30,000 8,000

一 般 財 源 30,000 8,000

そ の 他

県 支 出 金支
出
内
訳

報酬 30,000 8,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円） 決算額（円）

２回 ２回 ２回 ２回
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度
（B/A）審議会実施回数 審議会の開催

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
100

男女共同参画推進費

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順
平成11年(1999年)に男女共同参画社会基本法
が公布・施行され、男女共同参画社会の実現
が国の最重要課題と位置づけられた。本市に
おいては、合併と同時に「山陽小野田市男女
共同参画推進条例」を制定し、この条例の基
本理念を基に平成19年6月に市の男女共同参
画の指針となる「さんようおのだ男女共同参
画プラン」を策定した。本プランに基づく時
代に即応した施策を推進する。

あらゆる分野において、男女の平等な参画、
多様な生き方が可能となるよう施策の推進に
取り組み、市民との協働による男女共同参画
社会の実現を目指す。

行政、市民、事業者、関係機関・各種団体
など、地域社会一体となり、プランに基づ
く施策を推進する。庁内各課においては、
職員研修や職場環境づくり等を通じ、職員
の意識啓発を進めるとともに、男女共同参
画の視点に立って各施策を進める。附属機
関である男女共同参画審議会において、男
女共同参画社会の形成及び推進に必要な事
項を調査・審議する。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 予算種別 継続 経常

事業名 男女共同参画プランの推進事業

予算費目
款 2 総務費 項

一般細　目 1

　　　　　平成２４年度　事務事業評価シート

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

6 人権尊重のまちづくり・男女共同参画社会の形成

課名 人権・男女共同参画室 男女共同参画係 No 127

男女共同参画社会システムの充実

1 総務管理費 目 19 男女共同参画推進費

会計種別

2 男女共同参画社会の形成 1

細々目 1 男女共同参画推進費



その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

（市民への啓発を第一に考えたい。）
市内の応募者数の増加。

市内の病院や福祉施設にも応募用紙の配布。教育委員会に協力依頼
し、小学校（高学年）・中学校・高等学校・大学に応募用紙を生徒数配布
し、回収する。ラジオ放送（ＦＭサンサンきらら）への放送依頼。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い B　概ね目標を達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.4 2,372,000

合　　　計 368,361 368,361 合　　　計 368,361 368,361

一 般 財 源 348,361

12,000

356,361

そ の 他 20,000

需用費 320,361 320,361 県 支 出 金支
出
内
訳

報償費 48,000 48,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円） 決算額（円）

1200部 1200部 3000件 2349件
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度
（B/A）募集ポスター・チラシ配布部数 作品応募数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
78

男女共同参画推進費

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順
平成11年度から啓発事業として募集事業を実
施しており、山陽小野田市から全国へ向けて
情報発信している。また、応募作品の中から
一次審査を通過した作品を収めた冊子を作製
し、広く啓発に努めている。今後も全国に発
信できる貴重な事業の一つとして継続してい
くことが求められている。

男女共同参画社会の実現に向けた啓発活動と
しては、全国に向けて発信できる点で、より
多くの人に意識啓発を図ることができ大変効
果的である。

一行詩の募集記事を市広報、ホームペー
ジ、公募ガイド等に掲載し情報発信する。
全国都道府県男女共同参画担当課、県内市
町、市内学校、これまでの応募校へ募集ポ
スターを発送し広く情報発信する。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 予算種別 継続 経常

事業名 「女と男の一行詩」募集・刊行事業

予算費目
款 2 総務費 項

一般細　目 1

　　　　　平成２４年度　事務事業評価シート

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

6 人権尊重のまちづくり・男女共同参画社会の形成

課名 人権・男女共同参画室 男女共同参画係 No 128

男女共同参画社会システムの充実

1 総務管理費 目 19 男女共同参画推進費

会計種別

2 男女共同参画社会の形成 1

細々目 1 男女共同参画推進費



その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

自主的参加者の増加につながるよう啓発活動内容の充実を図る。 国の男女共同参画施策の動向も注意しながら、「参加してよかった」と
のアンケート回答が得られるような、より効果的な、参加者の輪が広が
る内容を引き続き考えていく必要がある。

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い B　概ね目標を達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.95 5,633,500

合　　　計 1,255,639 681,045 合　　　計 1,255,639 681,045

一 般 財 源 1,255,63974,000 681,045

役務費 67,000 19,360 そ の 他

その他 357,000

報償費 280,000 72,000 県 支 出 金支
出
内
訳

報酬 45,000 20,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

需用費 506,639 495,685 地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円） 決算額（円）

1 1 １００(％） 80（％）
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度
（B/A）行事の開催数

「女性の日」記念行事参加者アンケートの満足度「良い」及
び「まあまあ良い」

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
80

男女共同参画推進費

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順

国の男女共同参画白書によると「基本法の基本
理念については、一定の前進がみられると考え
られるが、女性は男性ほど男女共同参画が進ん
でいるとは捉えていない」とされており、若い
世代については意識の醸成が進んでいるもの
の、全般的にはまだ共同参画の理念が浸透して
いない状況にあると言える。これらの現状を踏
まえ、この格差を改善していくことが、男女共
同参画社会に向けた緊要の課題であり、積極的
改善措置の一環として、男女が共に社会の主役
となれる契機とするため、本市独自の「女性の
日」を創設した。

「女性の日」記念事業を実施し、男女共同参
画社会をさらに推進する契機にする。

10月1日に近い週末を「女性の日」とし
て、男女共同参画の推進をするための啓発
活動を実施する。平成24年度は9月29日に
内閣府との共催で「山陽小野田市男女共同
参画宣言都市記念式典」を実施し、宣言都
市となった。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 予算種別 継続 経常

事業名 「女性の日」事業・「男女共同参画宣言都市記念式典」事業含むその他啓発事業

予算費目
款 2 総務費 項

一般細　目 1

　　　　　平成２４年度　事務事業評価シート

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

6 人権尊重のまちづくり・男女共同参画社会の形成

課名 人権・男女共同参画室 男女共同参画係 No 129

男女共同参画社会システムの充実

1 総務管理費 目 19 男女共同参画推進費

会計種別

2 男女共同参画社会の形成 1

細々目 1 男女共同参画推進費



その他

A
計画どおり事業を進めることが適当

A
計画どおり事業を進めることが適当

4 ACTION
課 題 改 善 策

事 業 の 方 向 性 （ 一 次 評 価 ） 事 業 の 方 向 性 （ 二 次 評 価 ）

3 CHECK

事務事業の評価

必 要 性 有 効 性 効 率 性 成 果 指 標 の 達 成 度

A　必要性が高い A　有効性が高い A　効率性が高い B　概ね目標を達成している

人 件 費 概 算
人工数（人役） 人件費（円）

0.4 2,372,000

合　　　計 176,000 176,000 合　　　計 176,000 176,000

一 般 財 源 176,000 176,000

そ の 他

県 支 出 金支
出
内
訳

負担金、補助及び交付金 176,000 176,000

（
割
合

）

財
源
内
訳

国 庫 支 出 金

地 方 債

歳出 予算現額（円） 決算額（円） 歳入 予算現額（円） 決算額（円）

3回 3回 350人 340人
％

2 DO

活動指標 成果指標 成果指標
の到達度
（B/A）同協議会が主催する講演会数 左記事業参加者数

目標値（単位） 実績値（単位） 目標値A（単位） 実績値B（単位）
97

男女共同参画推進費

1 PLAN
事業の背景（事業が始まった経緯、現況） 事業の内容（対象・目的・意図） 事業実施の手段・手順
女性団体連絡協議会の支援を通じ、女性の社
会参加活動への参画を支援し、女性リーダー
の育成を図る。

女性の社会活動や市政等への参画を促進する
ことは、豊かな地域社会づくりにつながる。

補助金を交付し、活動資金の財政支援を行
う。また、市に事務局を設置しており、職
員が事務及び指導・助言を行う。

事務区分　(根拠法令) 自治事務 予算種別 継続 経常

事業名 女性団体連絡協議会運営事業

予算費目
款 2 総務費 項

一般細　目 1

　　　　　平成２４年度　事務事業評価シート

施策体系

大項目（政策） 中項目（施策） 小項目（基本事業）

6 人権尊重のまちづくり・男女共同参画社会の形成

課名 人権・男女共同参画室 男女共同参画係 No 130

社会活動への参画支援

1 総務管理費 目 19 男女共同参画推進費

会計種別

2 男女共同参画社会の形成 2

細々目 1 男女共同参画推進費


